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(57)【要約】
【課題】外部ケーブル部品を内部に収納した状態で電子
機器に対する外部ケーブル部品の電気的な接続を行いな
がら簡便な取り付けを行うことができ、組立性を向上す
ること。
【解決手段】天壁部３１と下方に開口した周壁部３３と
を有し、外部ケーブル部品２０のうち一端側コネクタ部
２３ａ、２５ａ、２６ａを引出口４０から引き出させた
状態で外部ケーブル部品を収納空間Ｓに収納するケース
本体３０と、外部ケーブル部品を保持する保持部４５と
、外部ケーブル部品のうち他端側コネクタ部２４ａを保
持するコネクタ保持部と、ケース本体と筐体３とを相対
移動させながら組み合わせることで天壁部上に筐体を載
置させた状態で該筐体に嵌合される嵌合部６０と、を備
え、ケース本体には他端側コネクタ部を天壁部上に露出
させる開口部が形成され、他端側コネクタ部が前記嵌合
と同時に被電気接続部に対して接続される収納ケース４
を提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器が内蔵されると共に被電気接続部が形成された筐体に対して離脱自在に装着さ
れ、前記被電気接続部に対して挿抜自在に接続される外部ケーブル部品を収納する収納ケ
ースであって、
　前記筐体が載置される天壁部と、該天壁部に連設されると共に下方に開口した周壁部と
、を有し、前記外部ケーブル部品のうち一端側コネクタ部を周壁部に形成された引出口を
通じて外部に引き出させた状態で、該外部ケーブル部品を収納させる収納空間が内側に形
成されたケース本体と、
　前記外部ケーブル部品を前記収納空間内で離脱自在に保持する保持部と、
　前記外部ケーブル部品のうち他端側コネクタ部を前記収納空間内で離脱自在に保持する
コネクタ保持部と、
　前記ケース本体に設けられ、該ケース本体と前記筐体とを相対移動させながら組み合わ
せることで、前記天壁部上に筐体を載置させた状態で該筐体に嵌合される嵌合部と、を備
え、
　前記ケース本体には、前記コネクタ保持部で保持された前記他端側コネクタ部を前記天
壁部上に露出させる開口部が形成され、
　前記他端側コネクタ部は、前記嵌合と同時に前記被電気接続部に対して接続されること
を特徴とする収納ケース。
【請求項２】
　請求項１に記載の収納ケースにおいて、
　前記嵌合部は、前記天壁部に形成され、天壁部上に前記筐体を載置させたときに該筐体
に形成された被嵌合部が挿通される嵌合孔とされ、
　前記載置状態で前記ケース本体と前記筐体とを相対的にスライド移動させることで、前
記被嵌合部と前記嵌合孔とが嵌合し合うことを特徴とする収納ケース。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の収納ケースにおいて、
　前記周壁部には、前記外部ケーブル部品のうち前記引出口を通じて引き出される部分の
外方への抜けを規制する抜け止め部が設けられていることを特徴とする収納ケース。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の収納ケースにおいて、
　前記引出口は、前記周壁部に複数形成されていると共に、該周壁部の下端縁側に開口し
たスリット状とされていることを特徴とする収納ケース。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の収納ケースと、
　前記筐体と、を備え、
　前記電子機器が、プリンタであることを特徴とする収納ケース付きプリンタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器に接続される電源ケーブルや通信ケーブル等の外部ケーブル部品を
収納する収納ケース、及びそれを備えた収納ケース付きプリンタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＰＯＳレジスタ等に好適に用いられるサーマルプリンタ等の電子機器には、一般的に外
部ケーブル部品（電源ケーブルやその他の機器との間で通信を行うための通信ケーブル等
）が挿抜自在に接続されている。そのため、これら外部ケーブル部品が電子機器の周辺で
乱雑化し易く、美観性の低下や各種作業の妨げを招き易かった。
　例えば、サーマルプリンタの場合には、飲食店舗等の会計レジに設置される場合が多い
が、人目につき易いので外部ケーブル部品が乱雑化していると好ましくない。また、会計
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作業の邪魔になり易いものであった。
【０００３】
　そこで、外部ケーブル部品を内部に収納して上記不都合を生じ難くさせることが可能な
ものとして、電源アダプタ収納体が知られている（特許文献１参照）。
　この電源アダプタ収納体は、サーマルプリンタに対して装着可能とされており、電源ア
ダプタと、電源アダプタとＡＣ電源とを接続するＡＣコードと、電源アダプタとサーマル
プリンタとを接続する電源アダプタコードと、からなる電源ケーブル部品（外部ケーブル
部品）のうち、電源アダプタ及び電源アダプタコードの大部分を内部に収納することが可
能とされている。
【０００４】
　より具体的には、電源アダプタ収納体は、底壁部と周壁部とで上方に開口した有底状ケ
ースであり、周壁部の上端縁にはサーマルプリンタの底面に嵌合可能な嵌め合い部が形成
されている。また、周壁部には、内部に収納された電源アダプタに対してＡＣコードを接
続させるための開口部が形成されている。また、電源アダプタコードのプラグ側は、周壁
部を通じて外部に引き出されており、サーマルプリンタの背面側に形成されたプラグ受け
部に接続される。
【０００５】
　このように構成された電源アダプタ収納体とサーマルプリンタとを組み合わせる場合に
は、まず電源アダプタ及び電源アダプタコードを電源アダプタ収納体の内部に収納する。
次いで、電源アダプタ収納体に対してサーマルプリンタを上方から重ね合わせると共に、
嵌め合い部を利用して両者を嵌合固定する。そして最後に、電源アダプタコードのプラグ
をサーマルプリンタのプラグ受け部に接続すると共に、開口部を通じてＡＣコードを電源
アダプタに接続して終了する。
　特に、電源ケーブル部品のうち、電源アダプタ及び電源アダプタコードを内部に収納で
きるので、乱雑化を抑制することが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３９３５２９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の電源アダプタ収納体では、電源アダプタ及び電
源アダプタコードを収納した後、サーマルプリンタを上方から重ね合わせながら上記嵌合
作業を行う必要があるので、電源アダプタコードの膨らみ等の影響を受け易く、組立性に
課題が残されている。
　また、電源アダプタ収納体とサーマルプリンタとを組み合わせた後に、電源アダプタコ
ードとサーマルプリンタとを接続させる作業が必要になるので、手間がかかり、この点に
おいても組立性に課題がある。
　更に、電源アダプタ収納体とサーマルプリンタとを組み合わせる際に、電源アダプタコ
ードを挟み込んでしまう恐れもあった。
　加えて、電源アダプタコードのプラグ部分が露出しているので、サーマルプリンタの背
面に通信ケーブル等の他の外部ケーブル部品を接続する場合、これらが電源アダプタコー
ドによって乱され易く乱雑化する可能性もあった。
【０００８】
　本発明は、このような事情に考慮してなされたもので、その目的は、外部ケーブル部品
を内部に収納した状態で、電子機器に対する外部ケーブル部品の電気的な接続を行いなが
ら簡便な取り付けを行うことができ、組立性に優れた収納ケースを提供することである。
また、この収納ケースを具備する収納ケース付きプリンタを提供することである。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　本発明は、前記課題を解決するために以下の手段を提供する。
（１）本発明に係る収納ケースは、電子機器が内蔵されると共に被電気接続部が形成され
た筐体に対して離脱自在に装着され、前記被電気接続部に対して挿抜自在に接続される外
部ケーブル部品を収納する収納ケースであって、前記筐体が載置される天壁部と、該天壁
部に連設されると共に下方に開口した周壁部と、を有し、前記外部ケーブル部品のうち一
端側コネクタ部を周壁部に形成された引出口を通じて外部に引き出させた状態で、該外部
ケーブル部品を収納させる収納空間が内側に形成されたケース本体と、前記外部ケーブル
部品を前記収納空間内で離脱自在に保持する保持部と、前記外部ケーブル部品のうち他端
側コネクタ部を前記収納空間内で離脱自在に保持するコネクタ保持部と、前記ケース本体
に設けられ、該ケース本体と前記筐体とを相対移動させながら組み合わせることで、前記
天壁部上に筐体を載置させた状態で該筐体に嵌合される嵌合部と、を備え、前記ケース本
体には、前記コネクタ保持部で保持された前記他端側コネクタ部を前記天壁部上に露出さ
せる開口部が形成され、前記他端側コネクタ部が、前記嵌合と同時に前記被電気接続部に
対して接続されることを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る収納ケースによれば、ケース本体と筐体とを相対的に移動させながら組み
合わせることで、ケース本体の嵌合部を筐体に嵌合させることができ、ケース本体の天壁
部上に筐体を載置させた状態で該筐体に対してケース本体を装着することができる。しか
もこれと同時に、外部ケーブル部品の他端側コネクタ部を筐体に形成された被電気接続部
に対して接続させることができるので、外部ケーブル部品と電子機器との電気的な接続を
同時に行うことができる。
【００１１】
　このように、収納ケースと筐体との機械的な組立と同時に、外部ケーブル部品と電子機
器との電気的な接続を行うことができるので、取り付け作業が簡便であり組立性の向上化
を図ることができる。
　特に、ケース本体の天壁部上に筐体が載置された状態で組み合わされるので、従来のも
のとは異なり、外部ケーブル部品の膨らみ等に影響されることなく組立を行うことができ
るうえ、外部ケーブル部品を挟み込んでしまう恐れもない。また、ケース本体は下方に開
口しているので、外部ケーブル部品からの熱を電子機器に対して影響を与え難くしながら
、効率良く放熱することができる。
【００１２】
（２）上記本発明に係る収納ケースにおいて、前記嵌合部が、前記天壁部に形成され、天
壁部上に前記筐体を載置させたときに該筐体に形成された被嵌合部が挿通される嵌合孔と
され、前記載置状態で前記ケース本体と前記筐体とを相対的にスライド移動させることで
、前記被嵌合部と前記嵌合孔とが嵌合し合っても良い。
【００１３】
　この場合には、ケース本体の天壁部上に筐体を載置させたまま、両者を相対的にスライ
ド移動させることで被嵌合部と嵌合部とを嵌合させることができるので、組立をより簡便
に行うことができる。
【００１４】
（３）上記本発明に係る収納ケースにおいて、前記周壁部には、前記外部ケーブル部品の
うち前記引出口を通じて引き出される部分の外方への抜けを規制する抜け止め部が設けら
れていても良い。
【００１５】
　この場合には、外部ケーブル部品のうち引出口を通じて引き出される部分の外方への抜
けを規制することができるので、例えば外部ケーブル部品が引っ張られる等して、他端側
コネクタ部が被電気接続部から抜けてしまう等の接続不良が生じ難い。
【００１６】
（４）上記本発明に係る収納ケースにおいて、前記引出口が、前記周壁部に複数形成され
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ていると共に、該周壁部の下端縁側に開口したスリット状とされていても良い。
【００１７】
　この場合には、引出口がスリット状に形成されているので、外部ケーブル部品をケース
本体内の収納空間に収納する際に、一端側コネクタ部を外部に引き出し易い。従って、組
立性をより向上させることができる。しかも、引出口が複数形成されているので、任意に
選択した引出口から引き出すことができ、一端側コネクタ部を自由に引き回すことが可能
となる。
【００１８】
（５）本発明に係る収納ケース付きプリンタによれば、上記本発明に係る収納ケースと、
前記筐体と、を備え、前記電子機器が、プリンタであることを特徴とする。
【００１９】
　この場合には、プリンタに必要な各種の外部ケーブル部品を収納ケース内に収納できる
ので、例えば会計レジ等に設置したとしても、美観性の低下を抑制することができるうえ
、会計作業等の妨げになることを防止し易い。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、外部ケーブル部品を内部に収納した状態で、電子機器に対する外部ケ
ーブル部品の電気的な接続を行いながら簡便な取り付けを行うことができ、組立性を効果
的に向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る収納ケース付きプリンタの実施形態を示す分解斜視図である。
【図２】図１に示すサーマルプリンタの平置き姿勢状態における外観斜視図である。
【図３】図２に示すサーマルプリンタを背面側から見た斜視図である。
【図４】図１に示す状態から、収納ケース内に外部ケーブル部品を収納した状態を示す平
面図である。
【図５】図４に示すＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図６】図４に示す収納ケースの平面図である。
【図７】図６に示すＢ－Ｂ線に沿った断面図である。
【図８】図６に示す状態から、電源ケーブル部品のジャック部、ＵＳＢ通信ケーブルのジ
ャック部、ドロア通信ケーブルのジャック部を収納ケースのジャック固定部に嵌め込んで
固定させた状態を示す図である。
【図９】図８に示す状態から、収納ケースの天壁部上にケーシングを載置して、ケーシン
グの脚部を天壁部の嵌合孔内に挿通させた状態を示す図である。
【図１０】図９に示す状態から、収納ケースとケーシングとを相対的にスライド移動させ
て、脚部と嵌合孔とを嵌合させた状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明に係る実施形態ついて図面を参照して説明する。なお、本実施形態では、
電子機器の一例としてサーマルプリンタを例に挙げて説明する。
【００２３】
（収納ケース付きプリンタの構成）
　図１に示すように、本実施形態の収納ケース付きプリンタ１は、サーマルプリンタ２が
内蔵されたケーシング（筐体）３と、該ケーシング３に対して離脱自在に装着される収納
ケース４と、を備えている。
【００２４】
　なお、図１は収納ケース付きプリンタ１を下方から見た分解斜視図であり、上下方向が
逆転している。本実施形態では、この図１に示す状態において前後方向Ｌ１、左右方向Ｌ
２及び上下方向Ｌ３を定義する。即ち、図１の収納ケース４側（紙面に対して上側）を下
方、サーマルプリンタ２側（紙面に対して下側）を上方とする。従って、各図においては
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上下が適宜逆転する。また、図１の左側を前方、右側を後方とする。
【００２５】
　はじめに、上記サーマルプリンタ２について説明する。
　このサーマルプリンタ２は、図２及び図３に示すように、図示しないロール紙から引き
出された記録紙（感熱紙）Ｐに印刷を行って、該記録紙Ｐをチケットやレシート等として
利用することができるプリンタであって、上述したようにケーシング３内に収められてい
る。
【００２６】
　ケーシング３は、プラスチックや金属材料或いはこれらを組み合わせて略箱型に形成さ
れており、その内部にはロール紙が収納される図示しないロール紙収納部が設けられてい
る。なおロール紙収納部は、プリンタカバー１０を開けることで開放される。
【００２７】
　ケーシング３の上面３ａには、プリンタカバー１０が開閉可能に連結されている。そし
て上記したように、このプリンタカバー１０を開けたときにロール紙収納部が開放され、
ロール紙を内部に投入したり内部から取り出したりすることが可能とされている。
　また、プリンタカバー１０の閉状態時、プリンタカバー１０自身の先端とケーシング３
との間に若干の隙間が開くように設計されており、この隙間を利用してケーシング３の内
部から記録紙Ｐを外部に引き出すことが可能とされている。つまり、この隙間は記録紙Ｐ
の排出口１１として機能する。
【００２８】
　ケーシング３の内部には、図示しないサーマルヘッド及びプラテンローラが組み込まれ
ており、印字した記録紙Ｐを上記排出口１１から排出させている。また、上記プリンタカ
バー１０は、図示しないラッチによってロックがなされるようになっている。そのためこ
のロックを解除しない限り、プリンタカバー１０の開操作が不能とされている。そしてこ
のロックは、ケーシング３に設けられた操作部１２を押し下げ操作することで解除がなさ
れる。この操作部１２は、ケーシング３の上面３ａ、前面３ｂ及び一方の左右面３ｃがそ
れぞれ交差する角部に配設されている。
【００２９】
　また、ケーシング３内には、各種の電子部品が実装された図示しない回路基板が取り付
けられている。この回路基板は、例えばケーシング３の前面３ｂに設けられた作動ボタン
１３等の入力に応じて、サーマルヘッドに電気信号や制御信号を出力する等して、各構成
品の総合的な制御を行っている。
　また、ケーシング３の背面３ｄには、上記回路基板に電気的に接続された外部コネクタ
部（被電気接続部）１５が形成されている。これら外部コネクタ部１５は、例えば電源コ
ネクタ１５ａ、ドロアコネクタ１５ｂ及びＵＳＢコネクタ１５ｃとされている。
　また、図１に示すように、ケーシング３の底面３ｅには、安定的に平置き姿勢で設置が
なされるように、ゴム等からなる脚部（被嵌合部）１６が設けられている。
【００３０】
　上記収納ケース４は、図１、図４及び図５に示すように、上記ケーシング３に対して離
脱自在に装着され、上記各外部コネクタ部１５に対して挿抜自在に接続される外部ケーブ
ル部品２０、即ち、電源ケーブル部品２１、ＵＳＢ通信ケーブル２５及びドロア通信ケー
ブル２６を収納するものであって、これらを収納させる収納空間Ｓが内側に形成されたケ
ース本体３０を備えている。
【００３１】
　ここで、電源ケーブル部品２１、ＵＳＢ通信ケーブル２５及びドロア通信ケーブル２６
について、簡単に説明する。
　電源ケーブル部品２１は、ＡＣアダプタ２２と、該ＡＣアダプタ２２に挿抜可能に接続
されたＡＣケーブル２３と、ＡＣアダプタ２２から延びたＡＣアダプタケーブル２４と、
から構成されている。
　ＡＣケーブル２３の端部は、図示しないＡＣ電源に挿抜自在に接続されるプラグ部２３
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ａとされ、一端側コネクタ部として機能する。これに対して、ＡＣアダプタケーブル２４
の端部は、ケーシング３に形成された電源コネクタ１５ａに挿抜自在に接続されるジャッ
ク部２４ａとされ、他端側コネクタ部として機能する。
【００３２】
　ＵＳＢ通信ケーブル２５は、一方の端部が図示しない他の外部機器に挿抜自在に接続さ
れるジャック部（一端側コネクタ部）２５ａとされ、他方の端部がケーシング３に形成さ
れたＵＳＢコネクタ１５ｃに挿抜自在に接続されるジャック部（他端側コネクタ部、図８
参照）２５ｂとされている。
　同様に、ドロア通信ケーブル２６は、一方の端部が図示しない他の外部機器に挿抜自在
に接続されるジャック部（一端側コネクタ部）２６ａとされ、他方の端部がケーシング３
に形成されたドロアコネクタ１５ｂに挿抜自在に接続されるジャック部（他端側コネクタ
部）２６ｂとされている。
【００３３】
　上記ケース本体３０は、図１、図４から図７に示すように、ケーシング３が載置される
天壁部３１と、該天壁部３１よりも上方に位置する頂壁部３２と、これら天壁部３１及び
頂壁部３２に連設されると共に下方に開口した周壁部３３と、で概略段付きの有頂筒状に
形成されている。これら天壁部３１、頂壁部３２及び周壁部３３で形成される内側空間が
上記収納空間Ｓとして機能する。
【００３４】
　天壁部３１は、ケーシング３の底面３ｅと略同じサイズとされていると共に、その載置
面（上面）はフラット面とされている。そのため、ケーシング３を天壁部３１上に安定し
て載置することが可能とされている。
　頂壁部３２は、上記したように天壁部３１よりも上方に位置している。具体的には、ケ
ーシング３を天壁部３１上に載置した際、外部コネクタ部１５よりも上方に位置するよう
に設計されている。また、天壁部３１と頂壁部３２との間には開口部３５が形成されてお
り、開口部３５を通じて収納空間Ｓと外部コネクタ部１５とが連通している。
【００３５】
　周壁部３３は、上記開口部３５を除いて天壁部３１及び頂壁部３２によって上方が塞が
れ、下方に開口している。この周壁部３３の一部には、前方側に位置する部分において底
壁部３６が連設されており、ゴム等からなる２つの脚部３７が形成されている。また、周
壁部３３の下端縁には、後方側に位置する部分において２つの凸部３８が左右方向Ｌ２に
向かい合うように形成されている。
　収納ケース４は、これら２つの脚部３７と２つの凸部３８とによって、図示しない設置
面に対して安定に設置可能とされていると共に、周壁部３３の下端縁と設置面との間に若
干の隙間が確保されて収納空間Ｓと外部とが連通するようになっている。
　なお、底壁部３６には、収納ケース４を壁掛け可能とさせる２つの壁掛け孔３９が形成
されている。
【００３６】
　また、周壁部３３には、電源ケーブル部品２１のプラグ部２３ａ、ＵＳＢ通信ケーブル
２５のジャック部２５ａ、ドロア通信ケーブル２６のジャック部２６ａをそれぞれ収納ケ
ース４の外部に引き出させる複数の引出口４０が形成されている。具体的には、頂壁部３
２に連設される部分における後方側に１箇所、左右方向Ｌ２に向かい合った２箇所の計３
箇所に形成されている。これら各引出口４０は、周壁部３３の下端縁側に開口したスリッ
ト状に形成されている。
　また、周壁部３３には、後方側に位置する引出口４０を間に挟むように、収納空間Ｓ側
に突出する縦リブ（抜け止め部）４１が形成されている。この縦リブ４１は、引出口４０
を間に挟んで向かい合った状態で上下方向Ｌ３に延在しており、電源ケーブル部品２１の
うち引出口４０を通じて引き出される部分であるＡＣケーブル２３の外方への抜けを規制
している。
【００３７】
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　ところで上記した収納ケース４には、外部ケーブル部品２０、即ち電源ケーブル部品２
１、ＵＳＢ通信ケーブル２５及びドロア通信ケーブル２６を収納空間Ｓ内で離脱自在に保
持する保持部４５と、これら外部ケーブル部品２０のうち、ＡＣアダプタケーブル２４の
ジャック部２４ａ、ＵＳＢ通信ケーブル２５のジャック部２５ｂ、ドロア通信ケーブル２
６のジャック部２６ｂを収納空間Ｓ内で離脱自在に保持するコネクタ保持部４６と、が設
けられている。
【００３８】
　この点について詳細に説明する。
　天壁部３１の下面には、下方に向かって２つの板ばね状の保持板５０が突設されている
。これら保持板５０は、天壁部３１における左右方向Ｌ２の略中央部において、前後方向
Ｌ１に沿って間隔を開けて並んで配置されている。保持板５０の先端部には、周壁部３３
に向けて突出した爪部５１が形成されている。また、周壁部３３のうち保持板５０に対し
て向かい合う部分には、保持板５０に向けて突出した爪部５２が形成されている。なお、
周壁部３３に形成された爪部５２と保持板５０の爪部５１とは、同じ高さに位置するよう
に形成されている。
【００３９】
　そして、保持板５０と周壁部３３との間の部分に電源ケーブル部品２１のＡＣアダプタ
２２を収納することが可能とされていると共に、収納時に各爪部５１、５２がＡＣアダプ
タ２２に係合して該ＡＣアダプタ２２を保持することが可能とされている。
【００４０】
　更に、天壁部３１の下面には、上記２つの保持板５０に隣接して板ばね状の一対のバン
ド板５３が下方に向かって突設されている。このバンド板５３は左右方向Ｌ２に向かい合
うように配置されており、その先端部は相手側のバンド板５３に向けて互いに鉤状に折れ
曲がっている。
　そして、このバンド板５３の間に電源ケーブル部品２１のＡＣアダプタケーブル２４を
収納することが可能とされていると共に、収納時に該ケーブル２４を挟み込みながらバン
ドして保持することが可能とされている。
【００４１】
　なお、上述した爪部５１を有する保持板５０、周壁部３３に形成された爪部５２、及び
バンド板５３が、上記した保持部４５として機能する。
　なお、本実施形態では、バンド板５３を利用して主にＡＣアダプタケーブル２４を保持
している場合を図示しているが、同時にＵＳＢ通信ケーブル２５やドロア通信ケーブル２
６を保持しても構わない。
【００４２】
　また、頂壁部３２の下面には、左右方向Ｌ２に間隔を開けてＡＣアダプタケーブル２４
のジャック部２４ａを保持するジャック固定部５５、ドロア通信ケーブル２６のジャック
部２６ｂを保持するジャック固定部５６、ＵＳＢ通信ケーブル２５のジャック部２５ｂを
保持するジャック固定部５７が設けられている。
【００４３】
　これら各ジャック固定部５５、５６、５７は下方に開口しており、図８に示すように、
各ジャック部２４ａ、２５ｂ、２６ｂを嵌め込むことが可能とされている。また各ジャッ
ク固定部５５、５６、５７は、各ジャック部２４ａ、２５ｂ、２６ｂの形状に倣って形成
されており、嵌め込まれたジャック部２４ａ、２５ｂ、２６ｂをがたつき少なく保持可能
とされている。
　なお、これら各ジャック固定部５５、５６、５７は天壁部３１の下面に形成されている
ので、保持された各ジャック部２４ａ、２５ｂ、２６ｂはその先端部が上記した開口部３
５を通じて天壁部３１上に露出させられるようになっている。
【００４４】
　ところで、図１、図６及び図９に示すように、天壁部３１には該天壁部３１上にケーシ
ング３を載置させたときにこのケーシング３の底面３ｅに形成された４つの脚部１６がそ
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れぞれ挿通される嵌合孔（嵌合部）６０が形成されている。なお、図示の例では、２つの
嵌合孔６０については底壁部３６に隠れた状態となっている。
　嵌合孔６０は、平面視略８の字状に形成され、ケーシング３を天壁部３１に載置したま
まケース本体３０とケーシング３とを相対的にスライド移動させることで、図１０に示す
ように脚部１６に嵌合がなされるようになっている。
【００４５】
　この嵌合によってケーシング３に対して収納ケース４が装着され、一体的に組み合わせ
がなされる。また、これと同時に、開口部３５を通じて天壁部３１上に露出している各ジ
ャック部２４ａ、２５ｂ、２６ｂは、ケーシング３の背面３ｄに形成されている電源コネ
クタ１５ａ、ドロアコネクタ１５ｂ及びＵＳＢコネクタ１５ｃに対してそれぞれ接続がな
されるようになっている。
【００４６】
（ケーシングと収納ケースとの組立）
　次に、上述したように構成されたサーマルプリンタ２のケーシング３と収納ケース４と
を組み合わせる場合について説明する。
　はじめに、図１及び図８に示すように、ＡＣアダプタケーブル２４のジャック部２４ａ
、ＵＳＢ通信ケーブル２５のジャック部２５ｂ、ドロア通信ケーブル２６のジャック部２
６ｂを、それぞれ天壁部３１に設けられた各ジャック固定部５５、５６、５７に嵌め込ん
で固定させる。これにより、各ジャック部２４ａ、２５ｂ、２６ｂはがたつき少なく確実
に保持されると共に、その先端側は開口部３５を通じて天壁部３１上に露出した状態とな
る。
【００４７】
　そして、ＵＳＢ通信ケーブル２５及びドロア通信ケーブル２６については、周壁部３３
に形成された引出口４０を介してケース本体３０の外部に引き出し、図１に示すように外
部機器に接続されるジャック部２５ａ、２６ａ側を収納ケース４の外部に出しておく。
【００４８】
　次いで、電源ケーブル部品２１のＡＣアダプタ２２を保持板５０と周壁部３３との間に
嵌め込む。これにより、周壁部３３に形成された爪部５２、及び保持板５０の爪部５１が
ＡＣアダプタ２２に係合するので、ＡＣアダプタ２２が天壁部３１の下面に当接した状態
で確実に保持される。また、このＡＣアダプタ２２の固定作業に前後して、電源ケーブル
部品２１のＡＣアダプタケーブル２４を一対のバンド板５３の間に嵌め込む。これにより
、バンド板５３がＡＣアダプタケーブル２４をバンドするので、ＡＣアダプタケーブル２
４が天壁部３１の下面に当接した状態で確実に保持される。
　また、ＡＣアダプタ２２に接続されているＡＣケーブル２３については、周壁部３３に
形成されている後方側の引出口４０から外部に引き出し、ＡＣ電源に接続されるプラグ部
２３ａを収納ケース４の外部に出しておく。
【００４９】
　以上により、収納ケース４内の収納空間Ｓに、ＡＣ電源に接続されるプラグ部２３ａ、
外部機器に接続されるジャック部２５ａ、２６ａをそれぞれ引き出した状態で、電源ケー
ブル部品２１、ＵＳＢ通信ケーブル２５及びドロア通信ケーブル２６を収納することがで
きる。
【００５０】
　次いで、収納ケース４とサーマルプリンタ２のケーシング３とを一体的に組み合わせる
作業を行う。
　まず、収納ケース４の天壁部３１上にケーシング３の底面３ｅを重ね合わせて載置させ
る。これにより、ケーシング３の底面３ｅに形成された４つの脚部１６が、図９に示すよ
うに、天壁部３１に形成された嵌合孔６０内に挿通される。なお、図９では、図示を見易
くするためにＡＣアダプタ２２及びＡＣアダプタケーブル２４を取り外した状態で図示し
ている。図１０も同様である。
　そして、天壁部３１上にケーシング３を載置させたまま、ケーシング３と収納ケース４
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とを相対的にスライド移動させることで、図１０に示すように脚部１６と嵌合孔６０とを
嵌合させることができ、ケーシング３に対して収納ケース４を装着することができる。
【００５１】
　しかもこれと同時に、図５に示すように、ＡＣアダプタケーブル２４のジャック部２４
ａ、ＵＳＢ通信ケーブル２５のジャック部２５ｂ、ドロア通信ケーブル２６のジャック部
２６ｂを、ケーシング３の背面３ｄに形成された電源コネクタ１５ａ、ＵＳＢコネクタ１
５ｃ、ドロアコネクタ１５ｂに対してそれぞれ接続させることができるので、各外部ケー
ブル部品２０（電源ケーブル部品２１、ＵＳＢ通信ケーブル２５、ドロア通信ケーブル２
６）とサーマルプリンタ２との電気的な接続を同時に行うことができる。
【００５２】
　このように、収納ケース４とケーシング３との機械的な組立と同時に、外部ケーブル部
品２０とサーマルプリンタ２との電気的な接続を同時に行うことができるので、取り付け
作業が間便であり組立性の向上化を図ることができる。
　なお本実施形態では、図１、図４、図５及び図１０に示すように、最後に補助的に固定
ねじ６５を利用して収納ケース４とケーシング３とを締結して組立が終了する。
【００５３】
　特に、ケース本体３０の天壁部３１上にケーシング３が載置された状態で組み合わされ
るので、従来のものとは異なり、電源ケーブル部品２１、ＵＳＢ通信ケーブル２５及びド
ロア通信ケーブル２６の膨らみ等に影響されることなく組立を行うことができるうえ、こ
れらを挟み込んでしまう恐れもない。また、ケース本体３０は下方に開口しており、収納
空間Ｓと外部とが連通しているので、電源ケーブル部品２１、ＵＳＢ通信ケーブル２５及
びドロア通信ケーブル２６から熱、特にＡＣアダプタ２２からの熱をサーマルプリンタ２
に対して影響を与え難くしながら、効率良く放熱することができる。
【００５４】
　また、本実施形態の収納ケース付きプリンタ１によれば、例えば会計レジ等に設置した
としても、電源ケーブル部品２１、ＵＳＢ通信ケーブル２５、ドロア通信ケーブル２６が
それぞれ収納ケース４内に収納されて隠されているので、美観性の低下を抑制することが
できるうえ、会計作業等の妨げになることを防止し易い。
　なお、収納ケース４の底壁部３６には壁掛け孔３９が形成されているので、会計レジ等
において壁掛け固定することも可能である。この場合であっても、上記作用効果を奏効す
ることが可能である。
【００５５】
　また、電源ケーブル部品２１のＡＣケーブル２３は、周壁部３３に設けられた縦リブ４
１によって抜け止めがなされているので、例えばＡＣケーブル２３が引っ張られる等して
もＡＣケーブル２３がＡＣアダプタ２２から抜けてしまう等の接続不良が生じ難い。
　同様に、ＡＣアダプタケーブル２４のジャック部２４ａ、ＵＳＢ通信ケーブル２５のジ
ャック部２５ｂ、ドロア通信ケーブル２６のジャック部２６ｂについても、各ジャック固
定部５５、５６、５７に固定されているので、電源コネクタ１５ａ、ＵＳＢコネクタ１５
ｃ及びドロアコネクタ１５ｂから抜けてしまう等の接続不良が生じ難い。
【００５６】
　また、上記実施形態において、ＵＳＢ通信ケーブル２５とドロア通信ケーブル２６とを
共通の引出口４０から引き出したが、異なる引出口４０から引き出しても構わない。引出
口４０が３つ形成されているので、任意に選択した引出口４０から引き出すことができ、
自由に各ケーブルの引き回し作業を行うことができる。特に、いずれかの引出口４０から
引き出したとしても、引出し高さが同一であるので、引き出した外部ケーブル部品２０を
束ね易く、乱雑化を効果的に抑制し易い。
【００５７】
　なお、本発明の技術範囲は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸
脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能である。
【００５８】
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　例えば、上記実施形態では、電子機器の一例としてサーマルプリンタ２を例に挙げて説
明したが、これに限定されるものではなく、他の電子機器であっても構わない。
　また、ケーシング３をケース本体３０の天壁部３１上に載置させた状態で、ケーシング
３と収納ケース４とをスライド移動させることで組立を行ったが、スライド移動に限定さ
れるものではなく、ケーシング３と収納ケース４とを相対移動させながら組み合わせるこ
とで組立を行っても構わない。
【符号の説明】
【００５９】
　Ｓ…収納空間
　１…収納ケース付きプリンタ
　２…サーマルプリンタ（電子機器）
　３…ケーシング（筐体）
　４…収納ケース
　１５…外部コネクタ部（被電気接続部）
　１６…脚部（被嵌合部）
　２０…外部ケーブル部品
　２３ａ…ＡＣケーブルのプラグ部（一端側コネクタ部）
　２４ａ…ＡＣアダプタケーブルのジャック部（他端側コネクタ部）
　２５ａ…ＵＳＢ通信ケーブルのジャック部（一端側コネクタ部）
　２５ｂ…ＵＳＢ通信ケーブルのジャック部（他端側コネクタ部）
　２６ａ…ドロア通信ケーブルのジャック部（一端側コネクタ部）
　２６ｂ…ドロア通信ケーブルのジャック部（他端側コネクタ部）
　３０…ケース本体
　３１…天壁部
　３３…周壁部
　３５…開口部
　４０…引出口
　４１…縦リブ（抜け止め部）
　４５…保持部
　４６…コネクタ保持部
　６０…嵌合孔（嵌合部）
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